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まちなか里山事業

共働のプロセス Ａ

事
業
の
成
果

Ａ

Ａ

Ａ

　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である

最終評価 Ａ

講評

本事業は、NPO法人が持つ専門性や柔軟性が発揮されて
いる取り組みであり、自主的な市民活動に広がりを見せて
いることが高く評価できます。

また、事業をきっかけに新たに緑地で活動する市民団体が
設立され、団体の育成につながったことは素晴らしい成果
であると評価できます。

今後とも、事業が末永く継続され、まちなかの豊かな緑地の
保全活動が地域や市民ボランティアにより広がっていくこと
に期待します。
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